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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 15,948 4.2 1,079 △20.3 1,114 △17.3 596 △33.9
2025年３月期中間期 15,299 7.7 1,354 61.0 1,347 59.3 901 70.6

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 623百万円(△18.7％) 2025年３月期中間期 766百万円( 4.5％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 95.21 ―
2025年３月期中間期 142.87 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 33,594 25,174 74.9 4,067.83
2025年３月期 34,221 25,157 73.5 3,986.70

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 25,174百万円 2025年３月期 25,157百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 33.00 ― 47.00 80.00
2026年３月期 ― 33.00
2026年３月期(予想) ― 37.00 70.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２．2025年３月期期末配当金の内訳 普通配当 37円00銭 記念配当 10円00銭

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,050 3.9 1,650 △30.5 1,740 △27.4 1,220 △27.8 193.33

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社 （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 7,047,500株 2025年３月期 7,047,500株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 858,826株 2025年３月期 737,109株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 6,259,562株 2025年３月期中間期 6,308,560株

(注) 当社は、役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPを導入しており、当該信託が保有する当社株式を、

期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式に含めております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善により個人消費に持ち直しの動きが見られた

ことに加え、インバウンド需要の増加を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、長期化す

る地政学リスクや、米国の通商政策動向、物価上昇の継続、人件費や物流費の上昇を背景とした原材料価格の高止

まり、急激な為替変動等、依然として先行きは不透明な状態が続いております。製造業においては、原材料価格の

高止まり、人手不足、人件費・ユーティリティコスト・物流コストの上昇に直面し、厳しい状況が続いておりま

す。

当軟包装資材業界におきましても、上記要因が収益性に影響を与えております。

このような状況下、当中間連結会計期間の業績は、売上高は15,948百万円(前年同期比4.2％増)、営業利益は

1,079百万円(同20.3％減)、経常利益は1,114百万円(同17.3％減)、親会社株主に帰属する中間純利益は596百万円

(同33.9％減)となりました。

増収の主な要因は、以下の部門別概況に記載のとおりであります。営業利益は、国内フィルム部門における継続

的な価格改定の効果や、米州地域におけるフィルム売上高の増加があったものの、人件費や物流費等のコスト増加

分を十分に吸収するには至らず、減益となりました。

部門別概況は以下のとおりであります。

[包装フィルム部門]

国内市場では、前年並みの販売数量を維持しつつ、継続的に取り組んでいる価格改定の効果により売上高は前年

同期を上回りました。海外市場では、受注が堅調に推移した米州地域が牽引し、売上高は前年同期を上回りまし

た。

これらの結果、売上高は14,356百万円(前年同期比6.7％増)となりました。

[包装機械部門]

国内市場では、販売台数が前年同期実績を上回るとともに、アフターサービスも堅調に推移した結果、売上高は

前年同期を上回りました。海外市場では、東アジア地域で前年の大口案件受注による反動減や、米州地域では企業

設備投資意欲の力強さに欠け、販売台数は減少し、売上高は前年同期を下回りました。

これらの結果、売上高は1,592百万円(前年同期比13.4％減)となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

① 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ626百万円減少し、33,594百万円となりまし

た。

このうち流動資産合計は、前連結会計年度末と比べ695百万円減少し、17,148百万円となりました。これは主

に、商品及び製品が592百万円、電子記録債権が269百万円増加した一方で、現金及び預金が1,626百万円、仕掛品

が172百万円減少したことによるものです。

固定資産合計は、前連結会計年度末と比べ68百万円増加し、16,445百万円となりました。これは主に、有形固

定資産その他（純額）に含まれる建設仮勘定が922百万円減少した一方で、機械装置及び運搬具（純額）が879百

万円、無形固定資産が126百万円増加したことによるものです。

(負債)

当中間連結会計期間末における総負債は、前連結会計年度末と比べ643百万円減少し、8,420百万円となりまし

た。

このうち流動負債合計は、前連結会計年度末と比べ616百万円減少し、8,016百万円となりました。これは主に、

買掛金が167百万円、未払法人税等が164百万円増加した一方で、流動負債その他に含まれる未払金が991百万円減

少したことによるものです。

固定負債合計は、前連結会計年度末と比べ26百万円減少し、403百万円となりました。これは主に、固定負債そ

の他に含まれるリース債務（長期）が32百万円減少したことによるものです。

(純資産)

当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ16百万円増加し、25,174百万円となりまし

た。これは主に自己株式が306百万円増加した一方で、利益剰余金が296百万円、その他有価証券評価差額金が57

百万円増加したことによるものです。

② キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末と比べ1,626

百万円減少し、4,155百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は806百万円(前年同期比62.8％減)となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前中間純利益1,125百万円、減価償却費819百万円等であります。

支出の主な内訳は、棚卸資産の増加額429百万円、法人税等の支払額338百万円、売上債権の増加額289百万円等

であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は1,804百万円(前年同期比32.2％増)となりました。

これは主に、生産体制の強化・合理化、品質体制強化のための国内生産設備の改修等に伴う有形固定資産の取

得による支出1,569百万円、無形固定資産の取得による支出190百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は621百万円(前年同期比118.9％増)となりました。

これは主に、自己株式の取得による支出308百万円、配当金の支払額299百万円等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期連結業績予想につきましては、2025年５月12日付「2025年３月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」記載の業績予想から変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,851,933 4,225,005

受取手形及び売掛金 6,543,153 6,517,018

電子記録債権 710,380 979,535

商品及び製品 2,713,667 3,306,583

仕掛品 1,342,423 1,169,432

原材料及び貯蔵品 437,664 446,547

その他 244,700 504,984

貸倒引当金 － △423

流動資産合計 17,843,923 17,148,682

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,790,196 5,768,536

機械装置及び運搬具（純額） 2,294,404 3,173,974

土地 4,109,758 4,108,990

その他（純額） 1,502,103 504,187

有形固定資産合計 13,696,462 13,555,688

無形固定資産 538,535 664,792

投資その他の資産

退職給付に係る資産 665,406 668,581

その他 1,483,767 1,563,755

貸倒引当金 △6,950 △6,950

投資その他の資産合計 2,142,224 2,225,386

固定資産合計 16,377,222 16,445,868

資産合計 34,221,146 33,594,551
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,186,013 5,353,022

未払法人税等 314,458 478,688

賞与引当金 503,338 508,753

役員賞与引当金 35,800 27,259

株主優待引当金 72,953 36,498

その他の引当金 10,334 10,093

その他 2,510,409 1,602,350

流動負債合計 8,633,309 8,016,665

固定負債

従業員株式給付引当金 59,325 61,841

役員株式給付引当金 97,079 103,479

退職給付に係る負債 79,683 85,823

その他 194,089 152,236

固定負債合計 430,177 403,381

負債合計 9,063,487 8,420,047

純資産の部

株主資本

資本金 3,426,246 3,426,246

資本剰余金 3,413,503 3,413,503

利益剰余金 19,413,889 19,710,146

自己株式 △2,071,268 △2,378,232

株主資本合計 24,182,370 24,171,663

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 144,128 201,291

為替換算調整勘定 465,627 459,451

退職給付に係る調整累計額 365,532 342,097

その他の包括利益累計額合計 975,288 1,002,839

純資産合計 25,157,659 25,174,503

負債純資産合計 34,221,146 33,594,551
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 15,299,355 15,948,650

売上原価 11,162,750 11,747,511

売上総利益 4,136,604 4,201,139

販売費及び一般管理費 2,782,070 3,121,646

営業利益 1,354,534 1,079,492

営業外収益

受取利息 18,336 18,868

受取配当金 8,563 9,358

物品売却益 8,999 9,446

受取補償金 3,572 3,322

雑収入 6,010 5,293

営業外収益合計 45,483 46,289

営業外費用

支払利息 604 477

支払手数料 － 1,540

支払補償費 203 15

為替差損 52,030 7,392

雑損失 153 2,284

営業外費用合計 52,992 11,710

経常利益 1,347,024 1,114,071

特別利益

固定資産売却益 3,712 17,636

投資有価証券売却益 10,166 －

特別利益合計 13,878 17,636

特別損失

固定資産除却損 71,145 6,093

特別損失合計 71,145 6,093

税金等調整前中間純利益 1,289,758 1,125,614

法人税、住民税及び事業税 369,076 495,633

法人税等調整額 19,350 33,971

法人税等合計 388,426 529,605

中間純利益 901,331 596,009

親会社株主に帰属する中間純利益 901,331 596,009



大成ラミックグループ株式会社(4994) 2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信(連結)

- 7 -

中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 901,331 596,009

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,000 57,162

繰延ヘッジ損益 △181 －

為替換算調整勘定 △98,202 △6,176

退職給付に係る調整額 △18,396 △23,434

その他の包括利益合計 △134,781 27,551

中間包括利益 766,550 623,560

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 766,550 623,560

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,289,758 1,125,614

減価償却費 626,442 819,419

貸倒引当金の増減額（△は減少） - 423

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,752 5,263

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,900 △8,540

株主優待引当金の増減額（△は減少） △35,123 △36,455

従業員株式給付引当金の増減額（△は減少） 5,263 2,516

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 9,182 6,400

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,259 6,140

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △25,271 △30,229

受取利息及び受取配当金 △26,899 △28,227

支払利息 604 477

為替差損益（△は益） △755 △1,508

有形固定資産売却損益（△は益） △3,712 △17,636

固定資産除却損 71,145 6,093

投資有価証券売却損益（△は益） △10,166 -

売上債権の増減額（△は増加） 176,855 △289,404

棚卸資産の増減額（△は増加） 57,766 △429,920

仕入債務の増減額（△は減少） 149,812 154,135

未収消費税等の増減額（△は増加） 50,109 △171,522

未払消費税等の増減額（△は減少） 100,348 152,278

その他の流動資産の増減額（△は増加） 115,474 △78,927

その他の流動負債の増減額（△は減少） △154,869 △54,289

その他の固定資産の増減額（△は増加） 530 6,413

その他の固定負債の増減額（△は減少） △10,770 △21,142

小計 2,382,836 1,117,370

利息及び配当金の受取額 26,810 28,402

利息の支払額 △597 △479

法人税等の支払額 △243,844 △338,760

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,165,205 806,533
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(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,000 △70,000

定期預金の払戻による収入 70,000 70,000

有形固定資産の取得による支出 △1,160,618 △1,569,451

有形固定資産の売却による収入 36,937 19,447

無形固定資産の取得による支出 △236,065 △190,023

有形固定資産の除却による支出 △12,476 △2,583

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △6,644 △7,021

投資有価証券の売却による収入 12,994 -

その他 136 △55,232

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,365,736 △1,804,866

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △25,002 -

リース債務の返済による支出 △24,785 △14,492

配当金の支払額 △235,974 △299,751

自己株式の取得による支出 - △308,401

自己株式の処分による収入 1,997 1,437

財務活動によるキャッシュ・フロー △283,764 △621,208

現金及び現金同等物に係る換算差額 △46,894 △7,386

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 468,810 △1,626,927

現金及び現金同等物の期首残高 5,088,068 5,781,933

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,556,878 4,155,005
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

該当事項はありません。

当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

当社は、2025年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式122,100株の取得を行っております。この自

己株式の取得等の結果、当中間連結会計期間において、自己株式が306,963千円増加し、当中間連結会計期間末

において自己株式が2,378,232千円となっております。

(追加情報)

(役員向け株式交付信託及び株式給付信託型ESOPについて)

当社は、中長期的な業績向上と企業価値の増大への貢献意欲を高めることを目的として、取締役(社外取締役

を除く。)及び当社と委任契約を締結する執行役員(以下、総称して「取締役等」という。)を対象に役員向け株

式交付信託を、また、一定以上の職位の従業員を対象に株式給付信託型ESOPを導入しております。

① 取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託を設定し、信託を通じて当社株式の取得を行い、対象者

に給付する仕組みであります。

役員向け株式交付信託については、取締役等に対し、取締役等向け株式交付規程及び執行役員株式交付規

程に従って、その役位及び経営指標に関する数値目標の達成度に応じて付与されるポイントに基づき、信託

を通じて当社株式を交付する仕組みであります。

株式給付信託型ESOPについては、一定以上の職位の従業員に対し、従業員向け株式交付規程に従って、そ

の職位に応じて付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式を給付する仕組みであります。

② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己

株式として計上しております。

自己株式の帳簿価額及び株式数

前連結会計年度 199,548千円、67,311株

当中間連結会計期間 198,111千円、66,828株

(セグメント情報等の注記)

当社グループの事業は、包装フィルム及び包装機械の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略

しております。


